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《今までの成果及び指標分析を踏まえて》

○平成２１年３月、都市緑地法に基づく「荒川区花と緑の基本計画」を策定した。今後はこれ
　に基づき、花と緑を通して幸せを実感できるまちづくりを総合的かつ計画的に実施していく。
○密集住宅市街地整備事業などを通して、公園・児童遊園用地を取得していく。
○都市計画公園である宮前公園の早期の事業着手と整備を行う。
○緑の少ない区にとって、目にみえる緑や花の空間は重要なため、屋上緑化や壁面緑化などの
　施策を通して、その創出を図る。
○区民との協働をさらに進めるため、区報やホームページ、会合等の様々な機会を通してＰＲ
  に努める。また、花や緑の啓発の視点から、きれいな花を育てている区民などを対象に表彰
  制度を制定する。
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　区民一人あたりの公園・児童遊園面積を23区の水準まで引き上げ
る。

目標年次は平成28年

目標年次は平成28年
人口は基本計画策定時の
184,000人に固定

植栽してあるバラの総株数
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施策の分類
分類についての説明・意見等

前年度設定 今年度設定

関連部課名 環境清掃部環境課

重点的に推進 重点的に推進
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公園・児童遊園面積(ha)

一人当たり公園面積(㎡)

都電沿線バラ（株数）

3.00

15,000

指標に関する説明

○緑あふれ、うるおいと安らぎの場を提供し、区民のだれもが快適と感じる生活環境をつくり、区
民が住み続けたいと思う街を創出する。

○公園・児童遊園面積は、現在42.2㏊となったが、目標とする55.2㏊を目指し、さらに量的な
　充実を図る必要がある。また、公園・児童遊園用地の取得にあたっては、地域的なバランス
　を考慮する必要がある。
○区民が主体となったまちづくりを推進するため、公園・児童遊園の整備にあたっては、住民
　のアンケートや検討会を開催し、計画に反映させている。管理にあたっては、27か所におい
　てグリーンサポーターが活動している。また、緑化推進にあたっては、都電沿線のバラの
  停留所付近などを荒川バラの会が管理し、街なか花壇では、花壇管理を多くの区民が行って
  いる。
  こうした区民との協働による公園・児童遊園の整備・管理、緑化推進をさらに推進する必要
  がある。

施策の成果とする指標名
指標の推移

目標値
(28年度)

55.2

19年度

内線
土木部公園緑地課
川原宏一 2750

施策名
部課名
課長名

施策No
緑とうるおい豊かな生活環境づく
り

08-01

行政評価
事業体系

分野 環境先進都市[Ⅳ]

政策 良好で快適な生活環境の形成[08]
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合　計 1,323,905 944,958

継続10-03-18 65,660 0 継続
グリーンスポットは公園や児童遊園を
補完するとともに、防災性の向上にも
効果がある。

あらかわバラの市事業 10-03-03 － 4,752
重点的
に推進

重点的
に推進

緑化ＰＲ効果の高さに加え、観光や商
店の活性化の視点からも重要な事業で
ある。

グリーンスポット整備事
業

児童遊園の安全性や快適性等の向上を
図るうえで必要な事業である。

地域に根ざした公園づく
り事業

10-03-17 9,975 0 推進 継続
区民の意見を取り入れた利用しやすく
魅力ある公園づくりは、重要な事業で
ある。

児童遊園改良事業 10-03-16 継続

6,036 推進 推進

継続10-03-14 165,152 65,534 継続

公園新設拡充事業

10-03-08 9,698 10,938

10-03-10 232,561 231,321

10-03-11 46,015 49,850

10-03-09 8,338 11,081 継続

10-03-06 896 917 継続

10-03-07 10,567 12,255 推進

1,010 389 推進

継続

14,372 10,270 推進

10-03-04 35,496 35,586 推進

13,982 4,916 推進 推進

10-01-06 181 300 継続

事務事業
No

施策推進のため
の分類

前年度
設　定

今年度
設　定

21年度

公衆トイレを清潔で快適なトイレに整
備・改善することは必要な事業であ
る。

区民の満足度も高く、観光の視点から
も重要な事業である。

トイレを快適に利用できるよう管理す
ることは、区のイメージアップにつな
がる。

分類についての説明・意見等

区、区民、事業者及び団体が相互に協
力し合い、清潔で美しい荒川区をつく
る取組は重要である。

緑化の普及・啓発や既存の緑の保護や
緑化の啓発など、区の緑化推進に貢献
する事業である。

20年度

みどりの条例関係事業

児童遊園管理事業

イルミネーション設置事
業

花の公園整備事業

公園管理事業

荒川遊園管理運営事業

児童遊園新設拡充事業

公園改良事業

施策を構成する事務事業の分類

屋外広告物事務

まちの環境美化推進事業

区民主体の街なか花壇づ
くり事業

区民農園事業

事務事業名
決算額（千円）

都電沿線バラ植栽事業

公衆トイレ新設改良事業

公衆トイレ管理事業

10-03-01

10-03-02

10-03-05

推進05-01-05 1,901 11,459 推進

10-03-12 80,357

10-03-13 4,879

83,747
重点的
に推進

継続

推進

推進

継続

休止・
完了

推進 推進

継続

屋外広告物を規制することは、良好な
景観の形成等に貢献する事業である。

区民農園は人気が高く、利用者に喜ば
れている事業のため、着実に進める必
要がある。

区民と協働して花いっぱいのまちづく
りを進めるための重要な事業である。

推進

推進

推進

花と緑のまちづくりのモデルとして、
今後も継続していく。

冬の街のイメージアップを図る上で必
要な事業であるため、財政状況が好転
した場合には復活する必要がある。

14,688 23,804

381,803 推進

継続

10-03-15 608,177
児童遊園の整備は、子育て支援策とし
ても効果的な事業である。推進

公園の安全性や快適性等の向上を図る
うえで必要な事業である。

荒川遊園は、荒川区が誇れるものとし
て、さらに維持管理や施設の充実に取
り組んでいく必要がある。

緑の拠点となる公園の整備は、緑の量
的な拡充に直接結ぶつくものである。

推進

重点的
に推進

適正な公園管理を進めていく必要があ
る。

適正な児童遊園管理を進めていく必要
がある。


